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令和６年１０月３０日発行 

校  長     山  美奈子   

私たちは、14年前の「奄美豪雨災害」を忘れず、この日のことを教訓に

常に命を守る行動がとれるようにしておかなければならないと考えてい

ます。そこで今月は以下の取組を行いました。 

１ 避難訓練（１０／１６ ２校時） 

地震津波を想定しての避難訓練。垂直避難で図書室に避難しました。  

消防署の方から、避難する際に注意することなどについてご指導してい  

ただきました。また、「～にいるときに地震がきたらどのように対応す 

るか」ということをテーマにワークショップを行いました。 

２ 「奄美豪雨災害の日」防災教室（１０／１７ １・２校時） 

 (1) 奄美豪雨災害について 

    住用支所の久保田貴美人地域教育課長が、当時の写真を提示しながら説明してくださいました。当時 

の雨量や急激に水かさが増していったことなど、ご自分の体験をもとに話してくださいました。 

 (2) 災害当時のラジオ局の役割について 

あまみＦＭの麓憲吾さんによる講話では、災害当時情報がなかなか入らない状況の中、リスナーから 

の情報や行政と連携を取りながら、情報を届けていたことを話してくださいました。当時の貴重な映像 

や音声から、緊迫した状況を知ることができました。 

 (3) 体験者講話 

14年前、公民館で勤務されていた山田千代子さんは「助けにいきたくても行けない苦しさ」を体験 

されました。どんなに苦しかっただろうか、どんなに大変だっただろうかと考えると胸が締め付けられ 

る思いがしました。そして、普段から準備しておくことの大切さを伝え、実際に山田さんご自身の非常 

持ち出しリュックの中身をみんなに見せてくださいました。繰り返し起こる災害。日頃から災害に対し 

ての心構えと準備が大事であることを改めて学びました。 

今回の防災教室では、保護者や地域の方々にもご参加いただきました。これからも地域ぐるみで防災を考え

ていきたいと思います。お忙しい中ご参加くださいました皆様へ感謝申し上げます。 
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１０月９日（水）は、鹿児島県環境技術協会の米沢さ

ん，鹿児島大学水産学部の久米准教授，ヤジ専門家の

又野さんの助言と，住用総合支所職員，大島支庁担当

職員，そして保護者の見守る中，今年度で１９年目とな

るリュウキュウアユの保護活動（産卵地整地）を実施し

ました。子どもたちは，活動後の振り返りで，「卵を産み

やすいように整地をがんばった。」「孵化した後もまたこ

こに返ってきてほしい。」「来年の観察会でもたくさんの

リュウキュウアユが見たい。」などの感想を発表しまし

た。皆様のご支援により，今年も伝統をつなぐことがで

きました。ありがとうございました。 

１０月１７日(木)は，地震後の津波を想定した避難訓

練を実施しました。緊急地震速報（訓練用）を聞いた子

どもたちは，すぐに机の下に隠れました。揺れが収まる

と，「おかしも」を守り，２階へ垂直避難しました。その

後，消防隊員の方の話を聞いたり，グループ毎に話し合

ったりして，命を守る方法について考えました。所長はじ

め隊員の皆様，御指導ありがとうございました。 

  １０月１７日（木）は，奄

美市教育委員会の学校訪

問がありました。協議や授

業参観，掲示物等をとおし

て，豊富な体験活動や質の

高い授業等，住用小学校の良さを伝えることができまし

た。これからも「きらりかがやく住用っ子」のキャッチフレ

ーズのもと，職員一丸となって取り組んでまいります。 

１０月１７日(木)は，３名の講師と地域の皆さんをお

招きし，「奄美豪雨災害の日」防災教室を実施しまし

た。奄美市住用総合支所地域教育課の久保田貴美人

課長は当時の住用地区の様子等を，あまみエフエムの

麓憲吾代表は島民からラジオ局に寄せられた各地の情

報等を，主任児童委員の山田千代子さんは被災中の

体験談をお伝えくださいました。当時の緊迫感あるエピ

ソードや写真・映像に，児童も地域の皆様も聞き入って

いました。私たちは，先の豪雨災害を忘れることなく，今

後の減災へ生かしていきます。講師の皆様，参加者の

皆様ありがとうございました。 

  １０月２１日（月）は，地域とともに花いっぱい活動の

一環で，西原老人クラブの皆さんと一緒に，総勢４０名

で奄美市住用総合支所前の花壇を耕したり苗を植え

たりしました。国道を通行するドライバ－の中には，減速

し活動の様子を見ている方もいました。花が咲くと，さら

に目を引くことでしょう。これからも住用の町を明るく元

気にする活動を続けていきます。 
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【主な行事】 ①～④の行事にぜひお越しください。 

11月  １日(金） 地域が育む「かごしまの教育」県民週間（～７日） 

11月  ９日(土) 保・小・中合同「学習発表会」 ① 

  （８：５０着席 ９：００開演）  

11月１７日(日) ＰＴＡ奉仕作業 

11月２４日(日) 保・小・中合同「運動会」     ② 

  （８：５０開会式 ９：２０競技開始） 

11月２８日(火) 学校保健委員会，学級ＰＴＡ， 

  人権講話「復帰運動」１４：００ ③ 

12月  ６日(金) 先輩授業(ＡＮＡ社長 芝田浩二さん） ④ 

 

質の高い教育を目指して 

 

19 年目の保護活動 

 

避難訓練～地震から津波～ 

 



 


